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かえりたい『夢』
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現状 目標

行動指針

チーム

関連する個別計画

2016 年

2 人

新規
就農者数

2017 年 2018 年 2019 年 2020 年

0 人 1 人 1 人 1 人

( 資料：農林振興課）

【耕作面積の推移】

販売農家 *自給的農家 *

【農家数の推移】

( 資料：農林業センサス ) (資料：農林水産統計部「作物統計調査」)
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農業の振興 経済

産業としての農業は、(1 販売農家あたりの所得 )×( 販売農家数 ) で表される数値を最大

化することを目標とします。暮らしとしての農業は、農的暮らしを実践できる環境づくり

を推進します。　* 畜産業については分野「6. 畜産業の振興」に掲載しています。

(1)〜(3) に関して

産業としての農業振興に関して、これまでは農業者の経営コストを下げるための支援が中

心でした。今後より一層の振興を図るために売上増加に寄与する具体的な対策が必要です。

JA や部会といった関係団体と連携しながら村産品のブランディングや域内流通の最適化

等を推進できる民間経験者・外部人材を登用し推進していきます。

(4) に関して

経営耕作面積の減少から遊休農地も増加しています。荒廃が進んで復旧困難な農地の非農

地認定を迅速に行います。また同時に利用できる農地は希望者にスムーズに貸し出せるよ

う斡旋活動を強化します。

(5) に関して

高齢でも生きがいとして農業を続け、できた農作物を直売所等で販売する農業者もいます。

また、自然栽培や有機農業に興味を持つ移住者もいます。このような人との交流の場を設

け意見交換を行いながら、必要な支援策を計画・実践していきます。

( 策定済　) 椎葉村田園環境整備マスタープラン ( 期間なし )
( 策定予定 ) 農業振興地域整備計画 (2022〜2026 年度 )
( 策定予定 ) 椎葉村農村振興基本計画 (2022〜2032 年度 )
( 策定予定 ) 椎葉村食育・地産地消推進計画 (2022〜2026 年度 )
( 策定予定 ) 椎葉村農業経営基盤強化促進基本構想 (2022〜2026 年度 )

（資料：農林振興課）

【農作物の販売高 (JA 出荷分 )】

【新規就農者数の推移】

（資料：農林振興課）

花き野菜

ほうれん草　　　ミニトマト　　　その他野菜 トルコギキョウ　　　その他花

12,404 12,596 12,255

36% 38% 55%
42%

60%

64%

62%
45%

58%

40%

1,740

1,492

1,131

1,429

11,869

13,441

1,309

新規就農者を増やすため地域おこし協力隊制度を活用しました。

183 180 179 178 177

田 畑

自給的農家とは経営耕作面積が 30a 未満かつ農作物販売金

額が年間 50 万円未満の農家。販売農家とは経営耕作面積が

30a 以上または農作物販売金額が年間 50 万円以上の農家。

P.40 P.41

数値目標
2020 年度
( 実績）

2026 年度
( 目標） 備考

208 戸販売農家数 150 戸

174 戸自給的農家数 165 戸

47.9%農産物販売高 47.9%

野菜 ( ほうれん草・ミニトマト・七草・その他野菜 )

花き ( トルコギキョウ・デルフィニウム・ラナキュラス・その

他花き )

上記の JA 出荷分と、八菜館しいば店の販売額を足した独自指標

農林センサスより

農林センサスより

1 人年間新規就農者数 1 人
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施策の体系

農業の振興 産業としての農業は、(1 販売農家あたりの所得 )×( 販売農家数 ) で表される数値を最大化することを

目標とします。暮らしとしての農業は、農的暮らしを実践できる環境づくりを推進します。

* 畜産業を除く農業が対象です。
期間：2022 年 4 月〜2027 年 3 月

(1)売上を増やすための活動を支援します。

(2)過大な経営コストを減らすための支援をします。　　

(3)作業環境の整備を支援し、6次産業化を推進します。

単価を上げる

生産量を増やす

1販売農家あたりの

所得(利益)が増える

販売農家数の減少が

緩やかになる
(4)新規就農者数を増やすとともに、離農者数を減らします。

産業としての農業

暮らしとしての農業

本村では歴史的に自給的農業を営む家庭が数多くあり、先祖代々続く農地と

農法、種子を守り伝えてきました。暮らしとしての農業は本村らしさを象徴

するものであり、支援を継続していきます。また、高齢者の生きがいや自然

志向の強い若者の移住者などにもつながっています。

【主な事業】

立体園芸用ハウス等設置事業　

加工場管理委託事業

1 販売農家あたり生産量を増やし、事業の効率化を促すよう

な政策を進めていきます。

日本三大秘境ならではの付加価値をつけた農業を推進しま

す。具体的な対策として外部人材を登用します。

(5)農的暮らしを支援し、農村環境を保全します。

【主な事業】加工場施設運営補助事業　JA日向新園芸物流事業　

　　　　　　農業用廃プラスチック適正処理推進対策事業

　　　　　　椎葉村遊休ハウス等設置事業

【主な事業】むらおこしグループ連絡協議会補助事業　農産振興事業 ( ハード事業 )

【主な事業】中山間地域等直接支払推進事業　多面的機能支払交付金

　　　　　 村単土地改良事業　県単土地改良事業　中山間総合整備事業

　　　　　 農業水路等長寿命化・防災減災事業　狩猟免許取得促進事業

　　　　　 有害獣被害防止対策事業　有害獣捕獲対策事業

【主な事業】農業次世代人材投資事業

        　認定農業者制度促進事業　

          地域おこし協力隊活動事業

          人・農地プラン策定事業

P.42 P.43

2020 年度
( 実績）

208 戸販売農家数

2026 年度
( 目標）

150 戸

2020 年度
( 実績）

174 戸自給的農家数

2026 年度
( 目標）

165 戸

2020 年度
( 実績）

1.57 億円農産物の販売高

2026 年度
( 目標）

2.00 億円

2020 年度
( 実績）

1 人年間新規就農者

2026 年度
( 目標）

1 人


